
1

□
□ 有効性
□ 効率性
■ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
■ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

123 施策 　コミュニティ活動への支援

地域交流施設事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1

市民ニーズ、社会的役割
・施設利用者のほとんどが、当該地域の住民に限定されていることから、地域
外の住民による利用を促進し、サービスの範囲を拡大する必要がある。
・受益者からの負担を求めていない施設であり、老朽化に伴って増大する維持
補修費の財源確保が課題である。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 地区集会所事業 市民自治推進室
廃園となった幼稚園跡を、施設の新たな行政目的が決まるまでの間、地区集
会所として地域住民へ開放する。管理運営については、地域住民で組織され
た地区集会所運営委員会に委託している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

4,774
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・施設利用者のほとんどが、当該地域の住民に限定されていることから、地域
外の住民による利用を促進し、サービスの範囲を拡大する必要がある。
・受益者からの負担を求めていない施設であり、老朽化に伴って増大する維持
補修費の財源確保が課題である。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 竹見台多目的施設事業 市民自治推進室
吹田市南竹見台小学校跡を、施設の新たな行政目的が決まるまでの間、竹
見台多目的施設として地域住民の集会の用に供する。管理運営については、
地域の住民で組織された竹見台多目的施設運営委員会に委託している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

14,477
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 市民自治推進室


